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学 校 だ よ り 
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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

仲間と自分アピール発表会 その５ 
 ２０日（金）に５回目の発表会を行いました。今回は、ピアノ演奏と歌唱、縄跳びの二重回し跳び、マ 

ジックでした。会場からは「がんばれー！」の声援や歌に合わせて手拍子がおくられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会では「不登校」をテーマにお話しします 
 ７月２日（水）は、授業参観、保護者全体会、学年・学級懇談会です。 

保護者の皆様の参加を心よりお待ちしております。 

さて、全国的に不登校の児童生徒が年々増加しています。特に、長い 

夏休み後に不登校になるケースが少なくありません。保護者全体会では、 

私から「不登校」をテーマにお話しいたします。 

６０人に 1人が「不登校」に ・・・ 不登校は、誰にでも、いつでも起こりうるもの 

 「学校に行きたくない」我が子が突然言い出したら。親はどう受け止め、どう動いたらよいのでしょう

か。実は不登校は、誰にでも、いつでも起こりうるものなのです。小・中学生の不登校児童生徒は近年増

加傾向で、６０人に１人の割合となっています。そして、学年が上がるにつれて増える傾向があります。 

不登校になる背景として一番多いのが、「無気力・不安」となっていますが、無気力といっても決して怠

けているわけではなく、子ども本人も原因が分からずに苦しんでいることが多いです。また、不登校の理

由は様々で、「行けなくなった理由が分からない」ことも多くなっています。 

誰にでも不登校になる可能性はあります。心身共にずっと順調で元気でいるなんてことは、私たち大人

でも難しいことです。自分が選んだわけでもない数十人という学級集団で生活する学校・学級という場は、

その構成メンバーや活動によって不適応が生じることが少なくありません。多様性が尊重される今だから

こそ、学校に行くことが正解とは言い切れない面もあります。 

うちの子が不登校になったとき ・・・ 気持ちの「救急箱」を準備しておきましょう 

少し極端な例かも知れませんが、「我が子が絶対にけがをしない」なんて思っている親はいないと思いま

す。元気に走っていても転んでけがをすることがあります。そのために、多くの家庭には「救急箱」が備

え付けてあると思います。「うちの子が不登校になったときは、こう言ってあげよう。こうしてあげよう」

と気持ちの面で準備をしておくことが大事です。 

 全体会では ・・・  前向きに子どもと向き合えるお話をしたいと考えています  

不登校をテーマにというと、重いイメージがありますが、全体会では、不登校に限らず、日常の家庭生

活における親子の関わりについて、少しでも前向きな気持ちになれる話をしたいと考えています。 

「小さな世界」を手拍子に 

合わせて元気に歌いました

♬ 

 

二重回し跳びに何度もチャ

レンジしました！ 

 

トランプと紙コップのマジック

を披露する３人組 


